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・測れず，したがって実際と状況がちがうので抵抗の測定

は省略した．

　模型は半鋼製でその寸法は第6図に示されている．は

　じめ実物の1／15として作られたものであるが，その後

実物寸法に若干の変更があったので完全な相似形ではな

いがその差はわずかである．尾翼は厚さ1mmのジュラ

ルミン平板で前縁部はくさび形に尖らせてある・いろい

ろな平面形の翼を試験するのに取付けが便利なように翼

は1枚とし胴体に2本のネジで止めるようにしてある．

垂直尾翼はついていない，尾翼面積は636mm2である．

　この模型の全長で作ったレイノルズ数は上記の風速で

5．5×106ある．

　b．　測定結果

　揚力係数および縦揺モー一メント係数と迎角との関係を

それぞれ第7，8図に示す．迎角0の付近ではストレン

ゲージの読みの振動がはげしくて，正確な値が取れない

ので点を省いてある．

　揚力傾斜はo．3ユ／度，モーメント傾斜はo．29／度で，

いずれも低速風洞でえられた値の約半分である．風圧中

心は先端から93パーセントで，低速実験とほぼ…致す

る．

　このような性能の低下は，翼目身に対する圧縮性の影
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　　第　　7　　図　　　　　　第　　8　　図
響および胴体部の流れの剥離による．翼の効きの低下に

’もとつくものと考えられる．これにっいては目下デルタ

翼と胴体との組合せについてアスペクト比と胴体の長さ

をいろいろに変えて実験を行っているので，その結果か

　らはっきりした結論が出せるものと考えている．
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安　　全　　輸

　　秋田，道川間は，約30km実験班の大多数が秋田

　市街地に宿泊している関係で，毎日これを輸送するこ

、　とは，大事な仕事の一一Lつになっている，30年8月のぺ

1　ンシノレ時代は，ともかく生研から陸送した4トン積ト

　　ラックで，蓮んだ．人間も荷物扱である．走るトラッ

1クでは尻がおどるので，桟俵を敷いたりした．ベビP－

　Tの時になって，朝晩冷えるのと，雨に打たれるのは健

1康上からもいけないと愚って，応急の材料で柱を組み，
・：テン陸覆った．雨が降ると，テ。トをまたるんで棚
1

・　りが天井にできた．揺れると重ね合せたところから水

，　が落ちて，お互の席が段々押しやられ目白押しのかっ
；1こうになった．ある者は，天井のひと所を手で支えた．

漏、都テン，を下から叩、浦た，，壬甲し上げ押し
r

，上げして誘導しつつ雨水を流し合った．笑い話にして
ll

　は少々情ない風景だった．ベビーRの11月実験では，

1、正式にポロをとりつけた．雨の漏る心配はなかったが

1：　鼠色のテントは内部が暗かった．小さいランプを一つ

1）灯して，その中で，約40分，今日のこと明日のこと
1・1猛し合った．ホ。は舗すると，陰気だし，むすの

謎後部唾縫開けたくな。が瀾けると道のホ。リ
1
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送　　今　　昔　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ

と排気ガスが勤よく鋤。むので，前からも風のは！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll
いるようにするなど・やはり手はカ’かる・トラ・クは1

結局25名のCLrるのは手一杯だった．31年のカッパ時　／

代になって漱田市営のバスに礪いすることを思いl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ついて，秋田市役所の妹尾さんを通じて，交渉した所　！

大一ん気持・く艦して下・った・kの微晰交通1

局自動車課の大川課長や渡辺さんにも会った．遠来の1

族儲で馴納わたくし逮対し好意襯切鵬えら1

れた．細道川附辮、国道、が，姉状にから1

み合って，3ヵ所の踏切があy，いずれも大＿ん見通1

し嚥所であ・・一騨掌・んは，降・て懸ミ

見定めてくれる．これはきわめて大事な仕事の一つだ　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　
が，この一つでも今まで実験班の一人が，素人然とや　1

っていたのに比べて，すべて安心感に託して通えるよ　1
うになった．E朝、臨厭鵬、糠。マンスシ∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
トのバスに乗って，われわれ50余名は，拝借したハ　！

ンドマイクをお互の間を廻しつつ，朝の打合せを済ま　1

す道川まで嚇間輔効喉えるのは有bがたい．l
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